
人

事

院

は

９

月

に

予

定

さ

れ

て

い

る

勧

告

で

、

前

号

で

お

知

ら

せ

し

た

定

年

延

長

な

ど

高

齢

期

雇

用

の

問

題

と

あ

わ

せ

、

現

給

保

障

の

打

ち

切

り

も

行

う

こ

と

を

通

告

し

て

い

ま

す

。

こ

の

「

現

給

保

障

」

と

は

２

「

」

０

０

５

年

の

給

与

構

造

改

革

、

、

で

俸

給

表

の

５

％

引

き

下

げ

地

域

手

当

の

導

入

、

年

功

序

列

的

な

賃

金

を

抑

え

る

と

し

て

給

与

カ

ー

ブ

の

フ

ラ

ッ

ト

化

な

ど

が

お

こ

な

わ

れ

、

大

幅

な

賃

金

切

り

下

げ

が

強

行

さ

れ

、

そ

の

代

償

措

置

と

し

て

設

け

ら

れ

た

も

の

で

す

。

ま

だ

こ

の

時

の

賃

金

水

準

に

達

し

な

い

人

が

多

く

、

特

に

カ

ッ

ト

幅

が

多

き

か

っ

た

管

理

職

員

層

が

減

給

補

償

額

に

達

し

な

い

で

い

ま

す

。

人

事

院

は

こ

の

「

給

与

構

造

改

革

」

で

能

力

主

義

・

成

績

主

義

を

強

化

す

る

と

し

て

年

齢

に

よ

る

昇

給

延

伸

、

停

止

を

廃

止

し

ま

し

た

が

「

枠

外

昇

給

」

、

を

無

く

し

た

た

め

、

５

の

８

５

で

頭

打

ち

と

な

り

、

ど

ん

な

に

勤

務

成

績

が

優

秀

で

も

昇

給

は

完

全

ス

ト

ッ

プ

と

な

り

ま

し

た

。さ

ら

に

昨

年

お

勧

告

で

６

級

以

上

で

５

５

歳

を

超

え

た

職

員

の

賃

金

を

１

．

５

％

削

減

し

ま

し

た

。

こ

の

た

め

、

や

っ

と

６

級

昇

格

せ

い

て

も

賃

金

が

下

が

る

と

い

う

と

ん

で

も

な

い

こ

と

が

起

っ

て

い

ま

す

。

今

回

の

現

給

保

障

の

打

ち

切

り

は

こ

れ

に

上

乗

せ

す

る

も

の

で

、

生

活

を

維

持

す

る

た

め

に

も

大

き

な

打

撃

に

な

り

ま

す

。

同

時

に

、

ど

ん

な

に

苦

労

し

て

も

、

一

生

懸

命

働

い

て

も

、

「

賃

金

が

下

が

る

」

な

ど

と

い

う

こ

と

は

、

や

る

気

、

勤

労

意

欲

を

奪

う

も

の

で

、

絶

対

に

認

め

ら

れ

る

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。公

務

員

の

賃

金

体

系

は

職

務

、

職

責

に

応

じ

た

賃

金

を

建

前

と

し

て

い

ま

す

が

「

地

域

、

に

よ

る

差

別

（

地

域

給

「

勤

）

」

務

官

署

（

本

省

、

出

先

な

ど

）

に

よ

る

差

別

」

に

加

え

「

年

、

齢

に

よ

る

差

別

」

を

持

ち

込

ん

だ

た

め

、

全

く

賃

金

体

系

や

考

え

方

に

整

合

も

理

屈

も

取

れ

な

い

も

の

に

な

っ

て

き

て

い

ま

す

。こ

れ

は

、

人

事

院

が

「

労

働

基

本

権

代

償

機

関

」

で

あ

り

な

が

ら

、

自

身

の

保

身

の

た

め

政

府

の

「

賃

金

抑

制

政

策

」

に

迎

合

し

、

あ

れ

こ

れ

の

削

減

に

腐

心

し

て

い

る

た

め

で

あ

り

、

こ

れ

ら

を

質

す

こ

と

は

、

人

事

院

本

来

の

役

割

を

果

た

す

こ

と

の

も

な

り

ま

す

。

９

月

の

行

わ

れ

る

勧

告

に

向

け

、

職

場

や

地

域

か

ら

人

事

院

へ

の

要

請

、

運

動

を

強

め

て

い

く

こ

と

が

決

定

的

に

重

要

に

な

っ

て

い

ま

す

。
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現

給

保

障

打

現

給

保

障

打

現

給

保

障

打

現

給

保

障

打

ちちちち

切切切切

り

を

り

を

り

を

り

を

通

告

通

告

通

告

通

告

高

齢

期

高

齢

期

高

齢

期

高

齢

期

のののの

連

続

連

続

連

続

連

続

す

る

す

る

す

る

す

る

労

働

条

件

切

労

働

条

件

切

労

働

条

件

切

労

働

条

件

切

りりりり

下下下下

げげげげ

許せない

５

０

歳

台

賃

金

切

り

下

げ

の

三

重

奏

安

藤

副

委

員

長

の

談

話

人

事

院

の

今

回

の

「

経

過

措

置

廃

止

」

通

告

に

腹

の

底

か

ら

強

い

怒

り

を

感

じ

る

。

そ

も

そ

も

こ

の

経

過

措

置

は

「

新

た

な

俸

給

表

の

俸

給

、

月

額

が

平

成

１

８

年

３

月

３

１

日

に

受

け

て

い

た

俸

給

月

額

に

達

し

な

い

場

合

に

対

し

て

は

、

経

過

措

置

と

し

て

、

そ

の

達

す

る

ま

で

の

間

は

新

た

な

俸

給

月

額

に

加

え

、

新

旧

俸

給

月

額

の

差

額

を

支

給

す

る

」

と

し

て

実

施

さ

れ

て

い

る

も

の

で

あ

り

、

そ

の

措

置

の

理

由

も

「

民

間

の

（

場

合

で

も

）

多

く

の

場

合

急

激

な

不

利

益

変

更

を

せ

ず

に

何

ら

か

の

経

過

措

置

を

講

じ

つ

つ

漸

進

的

に

見

直

し

が

行

わ

れ

て

い

る

こ

と

も

考

慮

す

る

必

要

が

あ

る

」

と

し

て

勧

告

さ

れ

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

民

間

の

実

態

に

基

づ

き

「

そ

の

達

す

る

ま

で

の

間

、

差

額

を

支

給

す

る

」

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

構

造

改

革

完

了

と

経

過

措

置

の

完

了

は

リ

ン

ク

す

る

も

の

で

な

く

、

２

０

０

５

年

勧

告

に

言

っ

て

い

る

よ

う

に

「

急

激

な

不

利

益

を

緩

和

す

る

た

め

の

措

置

」

で

あ

り

、

不

利

益

が

解

消

す

る

ま

で

の

間

「

差

額

を

支

給

す

る

」

こ

と

に

な

っ

て

い

る

も

の

で

あ

る

。

今

回

の

「

経

過

措

置

」

廃

止

の

通

告

は

、

断

じ

て

受

け

入

れ

ら

れ

な

い

。

勤

労

意

欲

勤

労

意

欲

勤

労

意

欲

勤

労

意

欲

をををを

下下下下

げげげげ

、、、、

公

務

能

率

向

上

公

務

能

率

向

上

公

務

能

率

向

上

公

務

能

率

向

上

にににに

逆

行

逆

行

逆

行

逆

行



前

号

で

も

お

知

ら

せ

し

ま

し

た

が

、

政

府

の

地

域

主

権

戦

略

会

議

の

中

の

人

材

調

整

準

備

会

で

は

、

左

記

の

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

に

沿

っ

て

国

の

出

先

機

関

の

事

務

や

権

限

を

地

方

へ

の

移

譲

に

向

け

て

、

国

か

ら

地

方

自

治

体

へ

人

員

を

移

管

す

る

為

の

仕

組

み

等

に

つ

い

て

具

体

的

な

検

討

を

始

め

た

。

人

材

調

整

準

備

会

合

は

、

関

係

府

省

の

政

務

官

や

自

治

体

首

長

ら

一

六

名

で

構

成

さ

れ

て

お

り

、

移

管

対

象

と

な

る

要

員

の

規

模

の

決

め

方

や

国

家

公

務

員

か

ら

地

方

公

務

員

へ

身

分

を

切

り

替

え

る

方

法

、

移

管

後

の

人

事

管

理

の

形

態

、

給

与

を

含

む

処

遇

全

般

に

つ

い

て

が

焦

点

と

な

る

。

出

先

機

関

の

業

務

に

つ

い

て

は

、

二

〇

一

四

年

か

ら

ブ

ロ

ッ

ク

単

位

の

地

方

組

織

に

移

す

「

ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

」

を

閣

議

決

定

し

て

お

り

、

受

け

皿

に

名

乗

り

を

上

げ

た

関

西

広

域

連

合

と

九

州

地

方

知

事

会

は

、

地

方

整

備

局

（

国

土

交

通

省

）

と

経

済

産

業

局

（

経

済

産

業

省

）

（

）

と

地

方

環

境

事

務

所

環

境

省

の

三

機

関

が

対

象

で

あ

る

。

し

か

し

三

省

庁

幹

部

か

ら

は

、

東

日

本

大

震

災

で

の

三

機

関

の

果

た

し

た

重

要

な

役

割

に

つ

い

て

の

発

言

も

あ

り

、

今

後

の

私

た

ち

の

運

動

が

重

要

と

な

っ

て

い

る

。

人

材

移

管

も

年

末

ま

で

に

し

く

み

等

の

決

定

【地域主権戦略会議】が本格化【地域主権戦略会議】が本格化【地域主権戦略会議】が本格化【地域主権戦略会議】が本格化

出先３機関（地方整備局・経済産業局出先３機関（地方整備局・経済産業局出先３機関（地方整備局・経済産業局出先３機関（地方整備局・経済産業局

・地方環境事務所）の移管が焦点・地方環境事務所）の移管が焦点・地方環境事務所）の移管が焦点・地方環境事務所）の移管が焦点

！業務執行体制確立の支持署名運動、各支部奮闘中

→ 「パワーポイント作成し職場説明会」【近畿支部】

８月から「災害時における業務執行体制等に関する要求」の支持署名を中心とした運動が始まっています。

近畿支部では分会集会や全建労との合同の学習会などで意思統一を進め、これまで兵庫、明石公園、六甲、奈

良、木津上、福井など１６分会で集会を完了し、支持署名への協力を訴えています。

現在のところ、目標４００筆に対して２１１筆と５０％を超えています。

【東北支部】

東北支部は８月９日に人事院交渉を実施、災害出動時の超勤手当支給などを強く訴え、その足で本局にビラ配

布を行い、各職場に署名、宣伝ビラなどを発送し、本格的な取り組みを開始しています。

【関東支部】

関東支部では８月９日現在、本局から約２０筆の署名を集約、また京浜河川分会でもほとんどの管理職員から

署名を集約するなどして、全体で１６０筆を超えました。今後関東全体に広げていくことが課題です。

【中国支部】

中国支部は署名用紙、説明資料、ユニオンニュースなどを封筒に入れ、手渡しを基本に支持署名を訴え、９日

現在で既に目標の５３％、５８筆を集約しています。

運動としては、全体的にはようやくスタートしたばかりですが、頑張りましょう。




